
氏名 田上　豊 部署 看護学科/大学院研究科　 職名 教授

研究分野
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【2017年度実績】

１．研究業績

著作・論文・学会発表等の名称 単著・共著の別

(1)発行所、全ページ数
(2)雑誌名、巻（号）、開始-終了
ページ
(3)学会名、開催都市

(1)(2)著者、編者名
(3)発表者（発表者は○印）

発行・発表年月

（１）著作

1

2

3

（２）論文

1 共著
保健医療福祉科学，
Vol.7，pp26-31

田上豊、山口乃生
子、星野純子、會田
みゆき、延原　弘章

2018年3月

2

3

（３）学会発表

1 共著
World Congress of
Epidemiology(Saitama)

〇Nobuko
Yamaguchi, Yutaka
Tagami, Junko
Hoshino ,Mariko
Zensho, Akane
Nakamura

2017年8月

2 共著
第48回日本看護学会：
看護管理（札幌）

○野崎由里子、櫻田
淳、田上豊

2017年10月

3 共著
第48回日本看護学会：
看護管理（札幌）

○野崎由里子、櫻田
淳、田上豊

2017年10月

4 共著
第76回日本公衆衛生学
会（鹿児島）

〇浅井澄代、斉藤富
美代、松本珠実、青
柳玲子、谷戸典子、
吉田知可、森松薫、
關靖子、志村明子、
田上豊、中本稔

2017年10月

5 共著
第76回日本公衆衛生学
会（鹿児島）

〇斉藤富美代、浅井
澄代、松本珠実、青
柳玲子、谷戸典子、
吉田知可、森松薫、
關靖子、志村明子、
田上豊、中本稔

2017年10月

6 共著
第6回日本公衆衛生看
護学会（大阪）

〇吉田知可､浅井澄
代､斉藤富美代､谷戸
典子､志村明子､森松
薫､關靖子､加藤静
子､青柳玲子､松本珠
実､田上豊

2018年1月

（４）その他

1

2

3

２．競争的資金等の研究

研究期間

1

2

3

中堅看護師が離職して長期海外渡航に
至った理由に関する調査（第１報）

長期海外渡航を経験した中堅看護師の帰
国後の意識や行動の変化（第2報）

地域包括ケアシステム構築の推進にかか
る 保健師の役割　第１報

地域包括ケアシステム構築の推進にかか
る保健師の役割　第２報

地域包括ケアシステム構築における保健
師の役割

該当なし

保健管理学、公衆衛生看護学、在宅ケア論、医療質・安全管理

保健学博士

1981年東京大学医学部保健学科卒
1983年東京大学大学院医学系研究科修士課程修了
1986年東京大学大学院医学系研究科博士課程修了

1986年株式会社三菱総合研究所
2015年埼玉県立大学保健医療福祉学部/大学院保健医療福祉研究科 教授

日本医療・病院管理学会、日本公衆衛生学会、日本公衆衛生看護学会

研究名、研究代表者・研究分担者の別

埼玉県における地域での看取りに関わる
要因分析

Related factors of regional difference in
death at home, Saitama

該当なし

競争的資金等の名称

該当なし



３．教育業績

講義・演習・実習・論文指導等の名称 期間

（１）講義

1 2017.4-2017.7

2 2017.10-2018.2

3 2017.11

4 2017.4

5 2017.4-2017.7

6 2017.7

（２）演習

1

2

3

（３）実習

1 2017.4-2017.8

2 2017.10-2017.12

3 総合実習 2017.7

4 2017.9

（４）論文指導

1 2017.4-2018.2

2 2017.4-2018.2

3

（５）その他

1 2017.12

2

3

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会等の講師

講演会、研修会等の名称 主催 講演、研修等のテーマ 開催年月

1

2

3

（２）国、自治体、財団法人等における委員等

国、自治体、財団法人等の名称 委員等の名称 任期

1 2015年6月～現在

2

3

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

1

2

3

５．学内運営（委員会委員）

1

2

3

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

1

７．特許の保有状況

特許名 特許番号 登録年月

公衆衛生看護管理論
科目責任者として、4年生の保健師履修専攻者を対象に公衆衛生看
護管理、健康危機管理、専門的自律等の講義を実施

該当なし

公衆衛生看護学概論
科目責任者として、2年生を対象に公衆衛生看護学の概要、理念、
理論、活動の展開の場等の講義を実施

概要（教育内容・方法等において工夫した点）

保健医療福祉行政論
科目責任者として、3年生の保健師履修専攻者を対象に保健医療福
祉の行政、計画の策定と評価等に関する講義を実施

看護管理学
4年生を対象に、医療経営及び医療安全管理に関する1コマ分の講
義を実施

看護情報管理論 博士前期課程の学生を対象に、看護情報管理論の講義を実施

地域看護学特論
東京大学大学院医学系研究科の非常勤講師として、修士課程で「在
宅ケアシステムの現状とこれまでの経緯（歴史・研究）」の講義を実
施

認定看護師（緩和ケアコース）教育 医療安全管理に関する講義（4コマ）を実施

該当なし

大学院教務委員会　委員

該当なし

看護学科1年次担任

該当なし

公益社団法人埼玉県看護協会 認定看護管理者教育運営委員会　委員

在宅看護学実習

学部卒業研究

3年生を対象として、訪問看護ステーション、地域包括支援センター
等における実習を実施

2名

公衆衛生看護学実習 科目責任者として、4年生の保健師履修専攻者を対象に実習を実施

ヒューマンケア体験実習 1年生を対象に、2施設10名の実習を実施

博士前期課程 主指導1名、副指導1名

4年生を対象に、市町村保健センターにおける実習を実施



1

８．特記事項

該当なし

該当なし


